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概要と論点

＜概要＞

厳しい経営環境において企業ITにたいしてもコストの削減が求め
られています。しかし、単純なITコスト削減では企業競争力の低
下を招く可能性があります。当講演では、サーバ仮想化によって
実現する、コスト削減と変化対応を両立する今後のITインフラの
方向性に関してご説明します。

＜アジェンダ＞

1.

 
不確実な時代におけるIT投資課題

2.

 
求められるITインフラの再整備

3.

 
仮想化技術の現状

4.

 
求められる運用管理の強化
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１、不確実な時代におけるIT投資課題



不確実性の時代における戦略

これまで、企業の成功と成長は、明確なビジョンと戦略を示し、計画に基づい

 て実行していくことで実現されると信じられてきた。しかし、その神話は崩れ

 つつある。企業は、戦略や計画そのものに対する考え方とその遂行方法を

 再考しなければならない時にきているといえる。
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過去の成功

他社事例

統計

戦　略
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競合状況

技術革新



肥大化した定常費用
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戦略投資

定常費用
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1.9%
2.1%

3.2%
2.9% 2.8%

増大を続けてきたIT支出は、2006年度を境に減少に転じている。しかし、これまでに膨れ上

 がった定常費用は、依然として支出の多くを占めており、コスト削減の機運が高まるなかで、

 重要な削減対象と目されている。

出典：「国内IT投資動向調査2009」、ITR/CIO Magazine



2種類のコスト削減
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建設的なコスト削減 非建設的（破壊的）なコスト削減

効果の高い開発案件に絞る

無駄な改修や保守開発を減らす

資源効率の高いアーキテクチャを採用する

システム監視やサポートを統合する

不良資産を廃棄する

利用する分だけライセンスを購入する

新規開発を一律停止する

改修や保守開発を一律凍結する

サポート要員を一律カットする

維持に必要な保守契約を取り止める

再利用を検討せずにHWを廃棄する

基幹網のバックアップ回線を解約する

確実なビジネス貢献と
ITコストの最適化

ビジネス機会の逸失と
サービスレベルの低下

評価に
基づく最適化

無計画な
一律カット

→　無駄をなくす →　改悪をともなう
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２、求められるITインフラの再整備



求められるITインフラの再整備

IT定常費用の削減
IT支出においてIT定常費用は約6割を占めており、その大部分はITインフラ

の運用などに費やされる人件費である。また、個別最適化されたサーバやスト
レージなどのリソースは固定化されており、それぞれのピーク容量に耐える余
裕を持って配備されている。水平統合により、これらを合理的に共有できる。

ITリスクの低減
運用管理を集約化することで、セキュリティやシステム障害などのITリスクに

対して統合的な管理が可能となる。また、昨今重要となっている事業継続性に
おいても、災害時の切り替えなどを容易に行うことができる。

統制環境の整備
個別バラバラなITインフラで、それぞれに運用を行っていることで発生する統

制上の問題の多くを解決することができ、統一的なポリシーでシステムを運用
することができる。

ビジネス要件の変化への適応性
ビジネス環境の変化が著しい今日において、ITインフラの硬直化はビジネス

の足かせとなる。水平統合化により、ITインフラの容易な拡張やダイナミックな
リソースの融通が可能となり、ビジネス要求に迅速に対応することができる。
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ハードウェア資産とコスト

10

可用性
性能

もっとITを活用した

効率的な経営を！

しかし、IT投資は

抑えなければなら
ない



ハードウェア利用率の重要性
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よく聞かれる誤解 現実には…

どうせ、ハードウェア

 は安い（今後ますま

 す安くなる）のだから、

 利用率など気にせず

 どんどん買ってしまえ

 ばよいのでは？

利用率の低いサーバの乱立は、運
用コストの高騰を招き、サービス・レ
ベルを低下させる

サーバの利用率によらず、スペース、
環境コストは必要



ITインフラ投資の考え方
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投
資
額

時間

計
画
に
基
づ
い
た
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資
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化
を
前
提
と
し
た
投
資 時間

維持費用

業務改善投資

4～5年程度ごとに業務改善・維持費用の両方

 が膨れ上がり、大規模な再構築が必要となる

ITインフラの改革によって10年間の変化に耐える

 システムとなり、頻繁な再構築の必要がない

投
資
額

維持費用

業務改善投資

IT構造改革：維持費用や業務改善のためのコストが肥大化しないよう、将来の要件と全

 体的なアーキテクチャを考慮したITインフラおよびミドルウェア環境の抜本的な見直し。



今後のアーキテクチャ･トレンド
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ミドルウェア

アプリ
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サーバ

ストレージ
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垂直統合型
•個別最適、リソース固定

水平統合型
•全体最適、リソース共有

運
用
管
理

運
用
管
理

運
用
管
理

運
用
管
理

運
用
管
理
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３、仮想化技術の現状
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考えられるサーバ仮想化のメリット

利用効率／コスト
資源の有効利用
運用管理コストの削減

システムの柔軟性
環境変化への迅速な対応
ソフトウェア障害時の影響範囲の局所化

サーバ統合

アプリケーション間の性能干渉問題の最小化
ソフトウェアの依存関係問題の最小化
同一筐体内での複数OS（異種OSや複数バージョン）の共存
サーバ統合の促進

スケーラビリティ
同一筐体内でのスケール・アウト　アプローチ
OSのスケール・アップ機能の不足の補完



サーバ仮想化の導入状況
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33.5%

29.9%

17.1%

7.4%

8.8%

8.8%

6.2%

6.8%

8.8%

27.3%

29.9%
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12.0%

15.1%

20.2%

13.6%

9.5%

10.8%

0% 25% 50% 75% 100%

2008年

2007年

2006年

すでに導入している

1年以内に、テスト運用も含め何らかの形で導入予定がある

1年以内での予定はないが、3年以内には導入予定がある
関心を持っているが、導入の予定はない

少し関心を持っているが、導入の予定はない

関心を持っていない／わからない

 

56.7%

52.3%

32.4%

43.3%

67.6%

47.7%

0% 25% 50% 75% 100%

2008年

2007年

2006年

仮想化のメリットは理解されている 仮想化のメリットは理解されていない



仮想化技術によるメリットの実際
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60.0%

34.3%

28.6%

31.4%

22.9%

80.6%

38.7%

29.0%

22.6%

35.5%

29.0%

65.4%

42.3%

53.8%

42.3%

15.4%

34.6%

76.3%

58.8%

47.4%

21.1%

22.8%

24.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既存リソースの有効活用および余剰リソースの削減

サーバ／ストレージ統合による設置スペースおよび消費電力の削減（グ
リーンITへの配慮）

システム運用管理の簡素化に伴う、そのコストの削減

バックアップやフェールオーバなどディザスタ・リカバリ／ビジネス・コン
ティニュイティのためのシステム構築にかかるコストの削減

旧製品のライフサイクルの延長（サポート切れや新規ハードウェア上では

動作しないソフトウェアなどの延命）

新規ITプロジェクトの構築時における余剰リソースの再利用（新規ITプロ

ジェクトの初期コスト削減）

すでに導入している

1年以内に、テスト運用も含め
何らかの形で導入予定がある

1年以内での予定はないが、3
年以内には導入予定がある

関心を持っているが、導入の予
定はない



仮想化技術の適用領域
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53.8%

37.8%

32.1%

23.4%

21.1%

19.9%

12.4%

9.1%

5.7%

1.9%

17.9%

0% 20% 40% 60%

テスト／開発環境

Webサーバ

ファイル／プリント・サーバ

データベース

ネットワーク・インフラ（ドメイン・コントロール、ディレクト

リ、DNSなど）

基幹業務アプリケーション（ERP、CRM、SCMなど）

業務特化型アプリケーション（リスク管理、クレーム管

理、設計ツールなど）

カスタム・アプリケーション

分析／レポーティング・サーバ

その他

適用計画はない



今、使える仮想化①：開発環境の迅速な構築と統一

© 2009, ITR Corporation  All rights reserved. 19

本番用HW

AP
サブシステムA

本番用OS

新HW

AP
サブシステムA

ゲストOS（本番用）

ハイパーバイザ

AP
サブシステムB

ゲストOS（本番用）

旧式HW

AP
サブシステムB

旧世代OS

開発者A 開発者B

テスト／開発環境
リソースの有効活用

新規開発での初期投資削減

開発者A 開発者B

• 異機種混在環境での開発による動作の差異
• 開発環境の調達・構築・償却の手間とコスト

• 同一の仮想サーバ環境での開発
• 仮想サーバの即時構築と削除



今、使える仮想化②：旧式HWの円滑的な移行と削減
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新HW

プリント

 
サーバ

ゲストOS

 
（旧世代）

ハイパーバイザ

ファイル

 
サーバ

ゲストOS

 
（旧世代）

Web

 
サーバ

ゲストOS

 
（旧世代）

プリント
サーバ

旧式HW

旧世代OS

旧式HW

ファイル
サーバ

旧世代OS

旧式HW

Webサーバ

旧世代OS

ファイル／プリント・サーバ リソースの有効活用

旧システムのライフサイクル延長Webサーバ

• 多数の旧式HWのメンテナンス負荷
• 旧式OSの新HWへのデバイスドライバの未対応

• サーバ統合による物理サーバの削減
• 仮想デバイスドライバによる新HW上での

システム稼動



今、使える仮想化③：業務継続性の向上
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　HW

AP
ゲストOS

ハイパーバイザ

•

 

パッチ適用
•

 

バージョンアップ
•

 

障害切り分け
•

 

継続的なリソース

 
再構築と最適化

メモリ

物理サーバA

仮想サーバX

　HW

AP
ゲストOS

ハイパーバイザ

メモリ

物理サーバB

仮想サーバX

共有ストレージ

リソースの有効活用

フェイルオーバーやリカバリなど
Web／ファイル／アプリケーション・サーバ

リソースの動的な割り当て

• 業務アプリケーションへの影響のないメンテナンス
• 効率の高いフェイルオーバーとリカバリ
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４、求められる運用管理の強化



仮想化導入に際しての課題
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45.9%

39.2%

29.7%

28.5%

24.9%

24.6%

23.0%

23.0%

21.1%

19.1%

16.0%

15.8%

11.5%

8.6%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自社IT部門における仮想化技術に関するスキルおよび経験が欠如している

仮想化の導入に必要なハードウェアおよびソフトウェアの初期投資コスト

仮想化関連の製品／ソリューションが十分に成熟していない

ソフトウェアのライセンス体系などが不明確

仮想化環境で稼働させるOSやアプリケーションに対するベンダーのサポート不
足

アプリケーションがパフォーマンスやセキュリティの異なる複数のハードウェ
ア上で稼働されることへの懸念

仮想化技術の重要性が、IT/IS部門内も含め社内でほとんど認識されていない。

限られたIT投資において他に優先すべき案件が多く、検討対象とならない

仮想化技術の重要性が、IT/IS部門内では認識されているが、他部門や経営層に
ほとんど認識されていない。

どのような製品をどの時期に導入すべきかの判断が困難

主要取引先のSIベンダーにおける仮想化技術に関するスキルおよび経験が欠如
している

導入事例など、導入メリットを経営層に明確に説得できるような情報の不足

主要仮想化ベンダーの国内人員における仮想化技術に関するスキルおよび経験
が欠如している

ITリソースの部門別コスト負担の見直しなど、制度を変更することに対する社
内関係者の抵抗／風当たり

その他



ポリシーに基づく運用管理
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サービスA WebサービスB WebサービスC WebサービスD

SLA SLA SLA SLA

ポリシーに沿った自律コンピューティング

ビジネスプロセス

HW

ハイパーバイザ

OS OS OS

AP１ AP2 AP3

ネ ッ ト ワ ー ク

仮 想 化

ポリシーとは・・・
・サービスAを提供するAP1を実行す

 
る仮想サーバ環境のポリシー設定
⇒負荷70％を越えたらスケールアウト

ポリシーとは・・・
・サービスAを提供するAP1を実

 
行する仮想サーバ環境のネット

 
ワーク設定
⇒10Mｂｐｓ保証

ポリシーとは・・・
・サービスAよりもサービスCのパ

 
フォーマンスは重要度が高い
⇒サービスCを提供するAP3への

 
I/Oを優先的に高く保つ



技術の進化により高まる運用管理の重要性
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VMVM

OSOS

VMVM

OSOS

VMVM

OSOS

VMVM

OSOS

VMVM

OSOS

VMVM

OSOS
OSOS

OSOS

OSOS

サーバ（OS）単位での運用管理
1 x n

仮想環境単位の管理が必要
n x n

さらに、ライブ・マイグレーション（

 
例：Vmotion 

）機能によって、動的に仮想環境が複数サー

 バ間で移動してしまう。
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サーバ仮想化活用の指針

仮想化のビジネス・バリューの社内的な理解を広める

各種の実装（ハードウェア、LPAR、VM）を適切に組み合わせる

製品の実績に注目した製品選択を行う

運用プロセスの明確化と可能な限りの自動化、例外処理の文書化を行う

ソフトウェア・ライセンス上の課題を検討する

予算プロセスのオンデマンド化を検討する

社内の政治的課題解決のためのサーバ仮想化の活用を検討する

サーバ統合プロジェクトにサーバ仮想化を組み込む

ストレージ仮想化、デスクトップ仮想化採用の検討も行う



クラウド・コンピューティングでの社内システム
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PaaSやHaaSを利用して自

 社でアプリケーションを作る

ERPなどのパッケージ・ソフト

 ウェアを購入する。

自社のデータセンターを利

 用して自社でアプリケーショ

 ンを作る

SaaSを利用する

差
別
化
の
必
要
性

ミッションクリティカル度

高

高

全体整合性と

 ITガバナンスの維持



結論
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現在、約3割の企業がサーバ仮想化を導入してるが、2010年までには、
50％以上の企業がサーバ仮想化を導入することが予測される。

膨大に増加したITインフラの稼働率は低く、また冗長構成などにより、
コストを削減したいニーズは常に高まっている。

サーバ仮想化に関するトレンドは、ハイパーバイザーなどの仮想マシンの技
術から、リソース管理や可用性などの運用管理の最適化に移行する。

サーバ仮想化の利用用途は、DBサーバやアプリケーション・サーバなど、
より重要性の高いシステムに拡大していく。

ビジネス環境の急速な変化にIT環境が即応する必要性が高まったため、
柔軟かつ即応性の高いITインフラが求められている。
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